








要約:2,911,522 件のマススクリーニングで発見された 21-OHD は 147 例(1/19,806)であっ

た。男:女=1:0.9,塩:単=4.3:1,低体重児 5例(3.4%)であった(51 検査機関調査結果)。 

13 医療機関 60 例の 21-OHD の受診日齢は 14.3±14.9 日であった。女児 32 例中 17 例は半

陰陽のためにすでに受診していた。出生後受診までの一日平均体重増加率は治療直前血清

K値と負の相関を示した。治療前の PRA はすべて著高を示した。初診時には血清 Na,K値が

正常例でも,日齢と共に塩喪失が次第に出現するものなどがあり,マススクリーニング発見

21-OHD では程度の差はあるが全例が塩喪失状態にあるとみなして治療すべきと考えられ

た。 


